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長野市民病院広報誌
http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　☆：午後のみ　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　●：隔週交替制

※：第 1、3、5週金曜日のみ　★：第 3木曜日のみ　▼：第２、４週金曜日午後のみ　▽：第１、３週月曜日のみ　◇：第1週休診

青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
新川一樹（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

平井一也（呼吸器）
吉池文明（呼吸器）
小坂　充（呼吸器）
小沢陽子（呼吸器）
長谷部修（消化器・内視鏡）
原　悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
関亜矢子（消化器・内視鏡）
長屋匡信（消化器・内視鏡）
伊藤哲也（消化器・内視鏡）
多田井敏治（消化器・内視鏡）
神保陽子（消化器・内視鏡）
丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
神吉雄一（循環器）
掛川哲司（腎臓）
杉山　舞（腎臓）
西井　裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）
春日広一（糖尿病・内分泌代謝疾患）
伊藤　大（内分泌代謝疾患）

宗像康博（消化器・胃・大腸）
林　　賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関　仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
沖田浩一（消化器）
竹本香織（外科）
成本壮一（外科）
田上創一（外科）
村中　太（外科）
松村美穂（外科）
岡田正夫（外科）
杉山　聡（外科）
松田　智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村　功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
藤澤多佳子（リウマチ）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）

滝　建志（形成外科）
金城勇人（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
草野義和（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
兒玉邦彦（脳神経外科）
荻原利浩（脳腫瘍・脳血管障害・頭部外傷）

西澤秀治（悪性腫瘍・排尿障害・小児泌尿器）
飯島和芳（神経因性膀胱・悪性腫瘍）
小口智彦（泌尿器科一般）
山岸　梓（泌尿器科一般）
後藤正博（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

野村　康（耳鼻いんこう科）
大塚明弘（耳鼻いんこう科）

田村　稔（口腔腫瘍）
酒井洋徳（口腔外科）
山本寛二（神経内科）
田澤浩一（神経内科）
渡部理恵（神経内科）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症）
今井　宗（婦人科）

坂口　治（救急科）
松本　剛（救急科）

大道雅英（緩和ケア）

西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
小沢恵介（呼吸器・乳腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
小林宣隆（呼吸器・乳腺）

橋田　巌（放射線治療）
今井　迅（画像診断・ＩＶＲ）
小松大祐（画像診断）

村田　　浩

坂口　　治 坂口　　治 松本　　剛 坂口　　治 坂口　　治

◎大道　雅英 ◎☆大道　雅英 ◎☆大道　雅英

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○原　　悦雄

○吉池　文明

平井　一也

越知　泰英

○長屋　匡信

神吉 / ☆多田井

○西井　　裕

－　　　

◇☆伊藤　　大

伊藤 哲／☆杉山

小沢　陽子

小松　通治

○小坂　　充

○丸山 / ☆春日

○多田井敏治

掛川　哲司

－　　

西井　　裕

神保　陽子

○平井　一也

○越知　泰英

丸山　隆久

○笠井　俊夫

○長谷部　修

－　　　

☆稲田　浩之

吉池　文明

長屋　匡信

小坂　　充

○春日　広一

○神保　陽子

○掛川　哲司

★宮林　千春

○☆伊藤　　大

○杉山 / ☆西井

○神吉　雄一

○小沢　陽子

原 / ☆関

○伊藤　哲也

笠井　俊夫

長谷部　修

－　　

○竹本　香織

　高田　　学

沖田　浩一

－　　　

○岡田　正夫

○成本　壮一

○林　　　賢

－　　　

田上　創一

宗像　康博

○沖田　浩一

○松村　美穂

○村中　　太

◆宗像　康博

林　　　賢

－　　　

○杉山　　聡

関　　仁誌

○田上　創一

－　　　

森田　舞子

浅岡　麻里

○小林　宣隆

○小沢　恵介

○有村　隆明

西村　秀紀

○有村　隆明

西村　秀紀

○西村　秀紀

交替制　　

○小沢　恵介

小林　宣隆

○藤澤多佳子
○中村　　功
○☆山田　誠司
松田　　智
南澤　育雄

西澤　秀治
小口　智彦
－　　　

西澤　秀治
飯島　和芳
－　　　

飯島　和芳
山岸　　梓

●小口／山岸
後藤　正博
－　　　

小口　智彦
山岸　　梓

◆西澤　秀治

○滝　　建志
金城　勇人

風間　　淳
－　　　

野村　　康
大塚　明弘

○酒井　洋徳
田村　　稔
山本　寛二

○渡部　理恵

○西澤千津恵
▽今井　　宗

○森　　　篤
西澤千津恵

今井　　宗
○西澤千津恵

森　　　篤
○今井　　宗

田澤　浩一
○渡部　理恵

○山本　寛二
渡部　理恵

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○中西　義崇
－　　　

○田村　　稔
酒井　洋徳

○酒井　洋徳
田村　　稔

○田村　　稔
酒井　洋徳

メタストロン外来

野村　　康
大塚　明弘

○橋田　　巌 ◎小岩井慶一郎 橋田　　巌 橋田　　巌

野村　　康
大塚　明弘

野村　　康
－　　　大塚　明弘

休診
▼加藤　修明

休診

休診 休診 休診
休診

休診

風間　　淳
中村　さち子

風間　　淳
黒川　　徹

風間　　淳
－　　　

風間　　淳
－　　　

○草野　義和

荻原　利浩

○脳外科（医師交替制）

竹前　紀樹

○兒玉　邦彦

荻原　利浩

草野　義和

○荻原　利浩

滝　　建志
○金城　勇人

○滝　　建志
　金城　勇人

○滝　　建志
金城　勇人

滝　　建志
○金城　勇人

○新井　秀希
－　　　
－　　　

▲松田　　智
▲南澤　育雄

☆◆藍葉宗一郎
中村　　功
山田　誠司

○藤澤多佳子
○南澤　育雄

新井　秀希
－　　　

○山田　誠司
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

新井　秀希
藍葉宗一郎
－　　　

○松田　　智
○藤澤多佳子

新川　一樹

浅岡　麻里

森田　舞子

青沼架佐賜

新川　一樹

森田　舞子

浅岡　麻里

青沼架佐賜

診療科 月 火 水 木 金 専　門（常勤医）

内 科

小 児 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来
救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科

歯科・歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

○脳外科医師
（交替制につき、担当
日についてはお問い
合せ下さい。）

第２外来

第２外来

第２外来

第２外来
第２外来

長野市民病院救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

（　　）
呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院 ／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院／DPCⅡ群病院

〒381-8551 長野市富竹1333番地1

TEL.026-295-1291

ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/ バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00～翌6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

財団法人
長野市保健医療公社

■発行人 ： 竹前紀樹  ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
たけまえ としき

長野市民病院 FAX. 026-295-1148TEL.026-295-1199

長野市民病院

外来診療担当表は、２月８日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

●登録医紹介／藤井クリニック

知っておきたい

インスリン注射ってどんなもの？第52回

医療の知識

在宅医療支援
という考え。

●平成24年度

患者さま満足度調査

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～17：00）
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長
野
市
民
病
院
で
は
Q
O
L
を

重
視
し
た
医
療
を
目
指
し
て
い
ま
す

　長
野
市
民
病
院
の
理
念
の
一
番
は
じ
め
に

は
、「
命
の
い
と
お
し
さ
を
大
切
に
、
人
間
味

あ
ふ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　当
院
で
は
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
専

門
性
を
高
め
、
高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
一
方
で
、
患

者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
早
く
ご
自
宅

で
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
そ
の
後

の
人
生
が
よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
話
を
伺
い
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

医療は病院の中だけで完結するわけではありません。患者さまが受診されたときから、安心して
治療を受け、退院されてからもスムーズにご自宅での生活が送れるよう、そして、その後の人生が
より豊かなものになるよう、私たちは患者さまとご家族に寄り添った医療を目指しています。

「住み慣れた家で、
家族に囲まれながら安心して暮らしたい──」

在宅医療支援
という考え。

患
者
さ
ま
と
ご
家
族
の
思
い
を

一
番
大
切
に
し
た
い
か
ら
。

心豊かな生活を送るための
患者さまだけでなく、ご家族とのふれあいも大切にしています。

「
Q
O
L
」と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？

　Q
O
L
と
は
、「Q

uality O
f Life

」の
頭

文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、「
生
活
の
質
・
人
生

の
質
」
と
直
訳
さ
れ
、
人
間
ら
し
い
満
足
度

の
高
い
生
活
を
送
れ
て
い
る
か
を
評
価
す
る

医
療
概
念
で
す
。
こ
の
言
葉
は
医
療
の
歴
史

と
と
も
に
発
展
し
、
現
在
で
は
世
界
的
な
指

標
と
し
て
、
医
療
や
介
護
の
分
野
で
は
非
常

に
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　医
療
行
為
は
と
か
く
病
気
や
怪
我
な
ど
患
者

さ
ま
の
お
身
体
の
こ
と
ば
か
り
を
中
心
に
考
え

が
ち
で
す
が
、
も
っ
と
広
い
概
念
、
つ
ま
り
、

患
者
さ
ま
の
生
活
や
そ
の
後
の
人
生
ま
で
を
も

視
野
に
入
れ
て
、
そ
の
方
の
思
い
を
尊
重
し
心

に
寄
り
添
っ
た
医
療
行
為
が
必
要
、
と
い
う
見

解
か
ら
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

キュー・オ
ー・エル

ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ

ラ
イ
フ
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受
診
し
た
と
き
か
ら
、

退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
始
ま
り
ま
す

　患
者
さ
ま
が
受
診
さ
れ
た
と
き
か
ら
す
で

に
、
退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
早
い
段
階
か
ら
退
院
後
の
生

活
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
築
き
、
患
者
さ
ま
が
退
院

さ
れ
た
後
、
な
る
べ
く
不
安
の
な
い
状
態
で

ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
後
の
暮
ら
し
の
場
へ
と
生

活
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　長
野
市
民
病
院
で
は
患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家

口腔内の機能を維持すること
は、全身の健康状態の維持・向上
につながります。

歯科口腔外科医と
歯科衛生士による
口腔ケアと口腔衛生指導

治療食を召し上がっている患者さま
に、退院後ご自宅での食事内容につ
いて守っていただきたいことをご説
明します。

管理栄養士による
栄養指導

患者さまとご家族を中心として、院
内だけでなく、院外の関係者も含め
担当者カンファレンスを行います。

ご自宅で使用される人工呼吸器の使
い方を、ご家族にご説明します。

臨床工学技士による
人工呼吸器の使い方指導

退院後の外来治療継続や、ご自宅で
不安なく生活していただけるように
ご説明しています。

がん化学療法看護
認定看護師による
化学療法（抗がん剤治療）のご説明

自力で体を動かすことで早く元の生
活に戻れるよう、運動療法や日常生
活動作の練習を行います。

理学療法士や
作業療法士による
早期離床リハビリ

わかりづらい医療福祉制度に関する
ご説明や、介護サービス等のご紹介
をします。

MSWによる
各種制度・サービス等の
利用方法の説明

療養型病院や
各福祉施設等

退院前カンファレンス（会議）
入院されてきた患者さまについて、
担当看護師や病棟スタッフをはじめ
多職種が情報を共有しながら退院
支援計画を立てます。ここで話し合
われた内容は電子カルテに反映さ
れ、患者さまご本人にも書面にてき
ちんとご説明しています。

▼

退院支援計画書

退院に向けてのアセスメント（評価）
●病  棟

●入退院支援センター 入院前、患者さまはさまざまな不安
をかかえていらっしゃいます。安心し
て治療を受けていただけるよう入院
の説明を個々に行い、不安に対応し
ていきます。

入院前の不安相談

外来看護師から連絡を受け、必要の
ある患者さまに対しては早い段階から
退院調整看護師が介入していきます。

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の

支
援
体
制
。

各
専
門
医
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
、入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り
●

ご自宅で服用されるお薬
について、効用や正しい用
法・用量をご説明します。

薬剤師による服薬指導
●入退院支援センター

●入退院支援センター

退院調整看護師は、入院中も
患者さまのあらゆる不安に対
してお話をお聞きし、各専門ス
タッフに情報を伝えます。

●入退院支援センター

在宅医療支援
という考え。

族
を
中
心
に
置
い
て
各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
ど
ん
な
不
安
に
も
対
応
で
き
る

万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
と

院
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
院
外

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
と
も
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
調

整
を
す
る
の
も
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が

安
心
、納
得
で
き
る
支
援
体
制
を

　退
院
は
、患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
に
と
っ

て
、
入
院
以
上
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
退
院
支
援
と
は
、
単
に

入
院
中
に
受
け
た
治
療
や
看
護
を
継
続
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
退
院
に
伴
っ
て
新

た
に
生
じ
る
心
理
的
・
社
会
的
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な
の
で
す
。

　し
か
し
、
患
者
さ
ま
の
不
安
は
漠
然
と
さ

れ
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
不
安
が
膨

ら
み
が
ち
で
す
。
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ま
の

ご
希
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
不

安
を
一
つ
一
つ
整
理
・
確
認
し
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
解
決
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
は
普
段
あ
ま

り
気
に
さ
れ
な
い
何
気
な
い
こ
と
で
も
、
じ

つ
は
重
要
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
具
体
化
し
、
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た

生
活
の
中
で
も
、
患
者
さ
ま
が
困
る
こ
と
な

く
ご
自
身
や
ご
家
族
で
き
ち
ん
と
対
応
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大
切

な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

長野市民病院　
地域医療連携室　副室長
入退院支援センター
看護師長

内山　詞恵
うちやま・のりえ

▲電子カルテ

メディカルソーシャルワーカー

がん患者さまとご家族の
「自宅で生活したい」とい
う思いを尊重し、どんな
状況下でも対応できるよ
う支援していきます。

緩和ケア
認定看護師による
がんよろづ相談
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受
診
し
た
と
き
か
ら
、

退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
始
ま
り
ま
す

　患
者
さ
ま
が
受
診
さ
れ
た
と
き
か
ら
す
で

に
、
退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
早
い
段
階
か
ら
退
院
後
の
生

活
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
築
き
、
患
者
さ
ま
が
退
院

さ
れ
た
後
、
な
る
べ
く
不
安
の
な
い
状
態
で

ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
後
の
暮
ら
し
の
場
へ
と
生

活
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　長
野
市
民
病
院
で
は
患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家

口腔内の機能を維持すること
は、全身の健康状態の維持・向上
につながります。

歯科口腔外科医と
歯科衛生士による
口腔ケアと口腔衛生指導

治療食を召し上がっている患者さま
に、退院後ご自宅での食事内容につ
いて守っていただきたいことをご説
明します。

管理栄養士による
栄養指導

患者さまとご家族を中心として、院
内だけでなく、院外の関係者も含め
担当者カンファレンスを行います。

ご自宅で使用される人工呼吸器の使
い方を、ご家族にご説明します。

臨床工学技士による
人工呼吸器の使い方指導

退院後の外来治療継続や、ご自宅で
不安なく生活していただけるように
ご説明しています。

がん化学療法看護
認定看護師による
化学療法（抗がん剤治療）のご説明

自力で体を動かすことで早く元の生
活に戻れるよう、運動療法や日常生
活動作の練習を行います。

理学療法士や
作業療法士による
早期離床リハビリ

わかりづらい医療福祉制度に関する
ご説明や、介護サービス等のご紹介
をします。

MSWによる
各種制度・サービス等の
利用方法の説明

療養型病院や
各福祉施設等

退院前カンファレンス（会議）
入院されてきた患者さまについて、
担当看護師や病棟スタッフをはじめ
多職種が情報を共有しながら退院
支援計画を立てます。ここで話し合
われた内容は電子カルテに反映さ
れ、患者さまご本人にも書面にてき
ちんとご説明しています。

▼

退院支援計画書

退院に向けてのアセスメント（評価）
●病  棟

●入退院支援センター 入院前、患者さまはさまざまな不安
をかかえていらっしゃいます。安心し
て治療を受けていただけるよう入院
の説明を個々に行い、不安に対応し
ていきます。

入院前の不安相談

外来看護師から連絡を受け、必要の
ある患者さまに対しては早い段階から
退院調整看護師が介入していきます。

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の

支
援
体
制
。

各
専
門
医
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
、入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り
●

ご自宅で服用されるお薬
について、効用や正しい用
法・用量をご説明します。

薬剤師による服薬指導
●入退院支援センター

●入退院支援センター

退院調整看護師は、入院中も
患者さまのあらゆる不安に対
してお話をお聞きし、各専門ス
タッフに情報を伝えます。

●入退院支援センター

在宅医療支援
という考え。

族
を
中
心
に
置
い
て
各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
ど
ん
な
不
安
に
も
対
応
で
き
る

万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
と

院
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
院
外

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
と
も
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
調

整
を
す
る
の
も
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が

安
心
、納
得
で
き
る
支
援
体
制
を

　退
院
は
、患
者
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
に
と
っ

て
、
入
院
以
上
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
退
院
支
援
と
は
、
単
に

入
院
中
に
受
け
た
治
療
や
看
護
を
継
続
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
退
院
に
伴
っ
て
新

た
に
生
じ
る
心
理
的
・
社
会
的
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な
の
で
す
。

　し
か
し
、
患
者
さ
ま
の
不
安
は
漠
然
と
さ

れ
て
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
不
安
が
膨

ら
み
が
ち
で
す
。
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ま
の

ご
希
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
不

安
を
一
つ
一
つ
整
理
・
確
認
し
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
解
決
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
は
普
段
あ
ま

り
気
に
さ
れ
な
い
何
気
な
い
こ
と
で
も
、
じ

つ
は
重
要
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
具
体
化
し
、
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た

生
活
の
中
で
も
、
患
者
さ
ま
が
困
る
こ
と
な

く
ご
自
身
や
ご
家
族
で
き
ち
ん
と
対
応
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大
切

な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

長野市民病院　
地域医療連携室　副室長
入退院支援センター
看護師長

内山　詞恵
うちやま・のりえ

▲電子カルテ

メディカルソーシャルワーカー

がん患者さまとご家族の
「自宅で生活したい」とい
う思いを尊重し、どんな
状況下でも対応できるよ
う支援していきます。

緩和ケア
認定看護師による
がんよろづ相談
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ご
自
宅
で
で
き
る
ケ
ア
は

広
が
っ
て
い
ま
す

　超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
多
様
化
す
る
地

域
や
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ま

す
ま
す
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
逆

の
見
方
を
す
れ
ば
、
在
宅
で
で
き
る
ケ
ア

も
日
々
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
当
院
の
訪
問
看
護
で
は
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
ケ
ア
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
医
療
依
存
度
の
高
い
患

者
さ
ま
の
利
用
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

生
活
は
続
い
て
い
く
、

だ
か
ら
、が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
で

　実
際
に
、
ご
自
宅
で
の
ケ
ア
は
非
常
に

有
効
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
、
普

段
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
な
が
ら
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ま
の
や
る
気

長野市民病院
訪問看護ステーション所長

坂野  知子
ばんの・ともこ

や
ク
オ
リ
テ
ィ
も
ア
ッ
プ
し
て
、
病
状
が

安
定
す
る
ま
で
の
時
間
が
早
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
し
、
ご
家
族
も
介
護
す
る
側
と
し

て
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
姿
が
う
か
が
え

ま
す
。

　た
だ
し
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
よ
う
配

慮
・
ケ
ア
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
重
要
な
仕

事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
は
非
常
に
大
切
で
す
し
、
す
ば
ら
し

い
原
動
力
に
な
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
り
過
ぎ

て
無
理
を
し
て
は
何
事
も
続
き
ま
せ
ん
。
生

活
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
々
続
い

て
い
く
こ
と
で
す
か
ら
、
私
た
ち
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
寄
り
添
っ
て

い
け
た
ら
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

在宅医療支援
という考え。

地域 　　診療連携拠点病院
としての機能

「充実した緩和ケア」

　　医療支援拠点病院
としての機能

「地域医療ネットワークの
中でのパイプ役」

　　　病院
としての機能

「専門性を活かした
高度な看護」

終末期医療

緩和ケア専門医や緩和ケ
ア認定看護師と協力し、患
者さまとそのご家族のご
意向を最大限実現できる
よう努めています。

褥瘡ケア
皮膚・排泄ケア認定看護師
と協力し、適切なスキンケ
アを実践しています。

痛みの
コントロール

病院との連携を密にして、疼痛
コントロールを行っています。

高度在宅医療
機器の管理

実際に使用されるご家族に不安
がないよう、訪問看護スタッフ
も臨床工学技士から使い方の指
導を受けます。

主治医との
連携

主治医である開業医の先生
と、患者さまの病状を詳細
に共有します。

担当者会議
への出席

患者さまに関わる地域の医
療・介護・行政担当者との
ネットワークを強化してい
きます。

長
野
市
民
病
院 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

３
つ
の
特
徴
。

Quality

Life
Of

患
者
さ
ま
と
一
緒
に

寄
り
添
っ
て
い
け
た
ら
。

がん

地域

急性期

じょく そう
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ご
自
宅
で
で
き
る
ケ
ア
は

広
が
っ
て
い
ま
す

　超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
多
様
化
す
る
地

域
や
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ま

す
ま
す
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
逆

の
見
方
を
す
れ
ば
、
在
宅
で
で
き
る
ケ
ア

も
日
々
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
当
院
の
訪
問
看
護
で
は
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
ケ
ア
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
医
療
依
存
度
の
高
い
患

者
さ
ま
の
利
用
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

生
活
は
続
い
て
い
く
、

だ
か
ら
、が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
で

　実
際
に
、
ご
自
宅
で
の
ケ
ア
は
非
常
に

有
効
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
、
普

段
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
確
認
し
な
が
ら
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ま
の
や
る
気

長野市民病院
訪問看護ステーション所長

坂野  知子
ばんの・ともこ

や
ク
オ
リ
テ
ィ
も
ア
ッ
プ
し
て
、
病
状
が

安
定
す
る
ま
で
の
時
間
が
早
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
し
、
ご
家
族
も
介
護
す
る
側
と
し

て
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
姿
が
う
か
が
え

ま
す
。

　た
だ
し
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
よ
う
配

慮
・
ケ
ア
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
重
要
な
仕

事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る

気
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ち
は
非
常
に
大
切
で
す
し
、
す
ば
ら
し

い
原
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力
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な
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
り
過
ぎ

て
無
理
を
し
て
は
何
事
も
続
き
ま
せ
ん
。
生

活
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
々
続
い

て
い
く
こ
と
で
す
か
ら
、
私
た
ち
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
寄
り
添
っ
て

い
け
た
ら
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

在宅医療支援
という考え。

地域 　　診療連携拠点病院
としての機能

「充実した緩和ケア」

　　医療支援拠点病院
としての機能

「地域医療ネットワークの
中でのパイプ役」

　　　病院
としての機能

「専門性を活かした
高度な看護」

終末期医療

緩和ケア専門医や緩和ケ
ア認定看護師と協力し、患
者さまとそのご家族のご
意向を最大限実現できる
よう努めています。

褥瘡ケア
皮膚・排泄ケア認定看護師
と協力し、適切なスキンケ
アを実践しています。

痛みの
コントロール

病院との連携を密にして、疼痛
コントロールを行っています。

高度在宅医療
機器の管理

実際に使用されるご家族に不安
がないよう、訪問看護スタッフ
も臨床工学技士から使い方の指
導を受けます。

主治医との
連携

主治医である開業医の先生
と、患者さまの病状を詳細
に共有します。

担当者会議
への出席

患者さまに関わる地域の医
療・介護・行政担当者との
ネットワークを強化してい
きます。

長
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。
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ほ
ど

　
ス
ペ
ク
ト
Ｃ
Ｔ
と
は
、「
核
医
学
検
査
」
で
用
い
る
、
ガ
ン

マ
カ
メ
ラ
と
Ｃ
Ｔ
を
併
せ
持
っ
た
医
療
機
器
の
こ
と
で
す
。

　
核
医
学
検
査
と
は
、
ご
く
微
量
の
放
射
性
物
質
を
含
む

医
薬
品
（
こ
れ
を
「
放
射
性
医
薬
品
」
と
い
い
ま
す
）
を

血
管
内
に
投
与
し
、
そ
こ
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
を
ガ

ン
マ
カ
メ
ラ
と
い
う
特
殊
な
撮
影
装
置
が
と
ら
え
て
撮
影

す
る
検
査
で
す
。

検
査
の
目
的
①
：
臓
器
の
機
能
を
み
る

　
こ
の
検
査
で
使
用
す
る
医
薬
品
は
、
各
臓
器
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、脳
の
血
流
状
態
を
み
る
場
合
に
は
、

脳
組
織
に
取
り
込
ま
れ
る
Ｉ
Ｍ
Ｐ
と
い
う
薬
品
と
、
そ
の

薬
品
と
結
び
付
き
や
す
い
１
２
３

－

I
と
い
う
放
射
性
物

質
を
組
み
合
わ
せ
た
放
射
性
医
薬
品
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

脳
血
流
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
末
端
組
織
に
ま
で
こ
の
物
質

が
行
き
渡
り
ま
す
【
図
１

－

①
】。
し
か
し
、
血
流
が
悪
い

箇
所
で
は
反
応
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
【
図
１

－

②
】。

検
査
の
目
的
②
：
腫
瘍
の
有
無
や
位
置
を
特
定
す
る

　
核
医
学
検
査
が
適
用
さ
れ
る
代
表
的
疾
患
と
し
て
、
骨
転

移
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
骨
組
織
で
は
常
に「
壊
す
↓
つ
く
る
」

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
は
増
殖
す
る
た
め
に

骨
組
織
を
壊
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
れ
を
修
復
し
よ
う
と
、

が
ん
細
胞
付
近
で
は
活
発
に
骨
代
謝
が
行
わ
れ
、
薬
品
が
特

に
集
ま
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
が
が
ん
細

胞
で
は
な
く
、炎
症
や
骨
折
を
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
Ｃ
Ｔ
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
核
医
学
検
査
に
よ
っ
て
異
常
の
あ
る
箇
所
を
発
見

し
【
図
２
】、
そ
こ
だ
け
を
Ｃ
Ｔ
撮
影
し
て
が
ん
細
胞
で
あ

る
か
を
見
極
め
る
の
で
す
【
図
３

－

①
・
②
】。
そ
の
一
連

の
検
査
を
一
度
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
ス
ペ
ク
ト
Ｃ

Ｔ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

①正常…画像が対称

①腫瘍

②異常あり…非対称

②圧迫骨折

【図１】脳血流の核医学検査画像

【図２】骨転移の核医学検査画像【図３】ＣＴ検査画像

薬品の集積部分
　＝異常のある部分

ここの断面図を
ＣＴで撮影

●高血糖による血管障害のしくみ

高血糖状態が続くと、糖が血管壁
に付着する。

活性酸素による強力な酸化作用に
より、血管壁が障害され傷付く。

糖と血管壁のたんぱく質が化学反
応を起こし活性酸素が発生する。

傷付いて出血した部分を修復する
ために血小板が集まるが、これが血
栓になり血管の内腔を狭くしたり塞
いだりする。

1 2

3 4

糖
活性酸素

血管壁

血小板

っておき
た
い

医
療
の

識

知
知

第
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回

林部　千寿

長野市民病院　薬剤部　薬剤師
日本糖尿病療養指導士

はやしべ・ちず

「
イ
ン
ス
リ
ン
」と
は
？

　膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
、血
液
中
の
糖
分

の
濃
度（
血
糖
値
）を
下
げ
る
働
き
を
す
る

唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
で
す
。こ
の
イ
ン
ス
リ

ン
が
分
泌
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、イ
ン

ス
リ
ン
の
効
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、

8 7

イ
ン
ス
リ
ン
注
射

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

高
血
糖
の
状
態
が
続
く
の
が
糖
尿
病
と
い

う
病
気
で
す
。高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と

血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、末
端
の
細
い

血
管
か
ら
も
ろ
く
な
り
、網
膜
症
や
腎
症

な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。さ
ら
に

深
刻
化
す
る
と
太
い
血
管
も
障
害
を
受

け
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
、

非
常
に
危
険
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
は
な
ぜ

飲
み
薬
で
は
な
く
注
射
な
の
？

　イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
に
は
注
射
器
が
使

わ
れ
ま
す
。な
ぜ
飲
み
薬
で
は
な
い
か
と

い
う
と
、イ
ン
ス
リ
ン
は
多
く
の
ア
ミ
ノ

酸
が
結
合
し
た
物
質
で
あ
る
た
め
、内
服

す
る
と
消
化
・
分
解
さ
れ
て
し
ま
い
効
力

を
失
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、消
化
管
を
通

さ
な
い
方
法
で
体
内
へ
取
り
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、注
射
器
が
用
い
ら
れ

る
の
で
す
。

進化するインスリン注射
インスリン注射は何十年も前から使用されていますが、
現在のものはより使いやすい安全設計となっています。

インスリン注射の使用には正しい操作が大切ですが、気を付けていても正しく
使えていない場合もあります。定期的に血糖値を測る習慣をつけ、異常があれば
すぐに受診をしましょう。

ギモンにお答え

放射性物質を体内に投与しても大丈夫？
？

とても細く、
痛みもほとん
ど感じません。

●注射針

新型の注射器は、インスリンの入ったカートリッジと注射器が一体となっているので交
換が不要で、利便性・安全性の面でもすぐれています。

旧型はカートリッジを交換しなければなりませんでした。

●プレフィルドタイプ（一体型）

さまざまな便利
グッズがあります。

補助具

拡
大
鏡
付
き

キ
ャ
ッ
プ

ゴ
ム
製

ス
ト
ッ
パ
ー

ゴ
ム
製
グ
リ
ッ
プ

▼ワクチン接種用注射器

▼インスリン用注射器

核医学検査で投与する放射性医薬品の量はご
く微量で1～1.5cc程度、被ばく量もＣＴ検査
と同程度です。また、短時間で放射線を出す
能力がなくなり、翌日にはほぼ０になってしまう
ものもあります。排泄などでも体外に排出され
ますので、ご安心ください。

ゼロ

新型（一体型）

旧　型

図：ノボ ノルディスク ファーマ株式会社より提供
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飲
み
薬
で
は
な
く
注
射
な
の
？

　イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
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は
注
射
器
が
使
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れ
ま
す
。な
ぜ
飲
み
薬
で
は
な
い
か
と

い
う
と
、イ
ン
ス
リ
ン
は
多
く
の
ア
ミ
ノ

酸
が
結
合
し
た
物
質
で
あ
る
た
め
、内
服

す
る
と
消
化
・
分
解
さ
れ
て
し
ま
い
効
力

を
失
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、消
化
管
を
通

さ
な
い
方
法
で
体
内
へ
取
り
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、注
射
器
が
用
い
ら
れ

る
の
で
す
。

進化するインスリン注射
インスリン注射は何十年も前から使用されていますが、
現在のものはより使いやすい安全設計となっています。

インスリン注射の使用には正しい操作が大切ですが、気を付けていても正しく
使えていない場合もあります。定期的に血糖値を測る習慣をつけ、異常があれば
すぐに受診をしましょう。

ギモンにお答え

放射性物質を体内に投与しても大丈夫？
？

とても細く、
痛みもほとん
ど感じません。

●注射針

新型の注射器は、インスリンの入ったカートリッジと注射器が一体となっているので交
換が不要で、利便性・安全性の面でもすぐれています。

旧型はカートリッジを交換しなければなりませんでした。

●プレフィルドタイプ（一体型）

さまざまな便利
グッズがあります。

補助具

拡
大
鏡
付
き

キ
ャ
ッ
プ

ゴ
ム
製

ス
ト
ッ
パ
ー

ゴ
ム
製
グ
リ
ッ
プ

▼ワクチン接種用注射器

▼インスリン用注射器

核医学検査で投与する放射性医薬品の量はご
く微量で1～1.5cc程度、被ばく量もＣＴ検査
と同程度です。また、短時間で放射線を出す
能力がなくなり、翌日にはほぼ０になってしまう
ものもあります。排泄などでも体外に排出され
ますので、ご安心ください。

ゼロ

新型（一体型）

旧　型

図：ノボ ノルディスク ファーマ株式会社より提供
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全職員が情報を共有し、目指すべき方向に進む

５年ぶり黒字化
4月

長野市民病院は平成23年度決算において約2,300万円
の純利益を計上し、５年ぶりの黒字となりました。市民
の皆さまには大変ご心配をおかけしました。これからも
効率的な運営を心掛け、健全経営に努めてまいります。

患者サポートセンターの設置
4月

患者さまやそのご家族からの病気に関するご質問
や不安、その他の様々なご相談に迅速かつ適切に
対応できるように、患者サポートセンターを設置
しました。 お気軽にお申出ください。
相談時間／平日９：00～17：00
お問い合わせ／地域医療連携室

（患者サポートセンター）まで

Grow Up 20 スタート
4月

長野市民病院の開院20周年（平成27年）に向け、さら
なる成長（Grow up）を目指すため、新中期経営計画
「Grow Up 20」を策定し、運用を開始しました。

QIプロジェクトへの参加
4月

医療の質のさらなる向上を目指し、
日本病院会のQuality Indicator
（クオリティ・インディケーター）プ
ロジェクトに参加しました。

10大NEWS

Hospital
News

長野市民病院
ニュース2012年

ダ・ヴィンチ導入決定
9月

内視鏡手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」の導入が決定
しました。（平成25年４月上旬稼働予定）

HISフォーラムの開催
11月

病院広報の全国研究会、コンクールである「HISフォー
ラム2012」を長野市民病院で主催しました。これは2011
年に同フォーラムで長野市民病院が最優秀賞（グランプ
リ）を受賞したことによります。

入退院支援センター
（地域医療連携室）の拡充

12月

患者さまにわかりやすく、す
ぐに対応できることを目的に
エントランスに配置しました。
患者さまやご家族が、安心
して外来・入院での治療や
生活が送れるお手伝いをし
ています。

4月

厚生労働省よりDPC／PDPS制度においてⅡ群（大学病
院本院に準じた高度な医療機能を持つ全国の90病院）
に選ばれました。改めて、地域の中で当院が高度で良質
な医療を求められていることを再認識いたしました。

DPCⅡ群に選ばれる

5月

子宮がんなどに対する放射線治療RALS（遠隔操作密封小線源治療・北信で
は当院のみ）の導入が決定し、RALS棟の増築工事が始まりました。併せて、
手術室の増設工事、外来化学療法センター、医局の拡張工事も行われました。

RALS（ラルス）棟・
手術室の工事開始

10月

10月13日～14日に長野市では初めて開催された、がん患者
さまのためのチャリティーイベント「リレー・フォー・ライ
フ信州」に、延べ200名以上の職員が参加しました。

リレー・フォー・ライフの開催
Hospital
News
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平成24年度

当院外来・病棟運営委員会では、平成24年９月13日（木）・14日（金）の２日間に外来患者さま、
平成24年９月１日～30日までに退院された入院患者さまを対象に満足度調査を実施いたしました。
ご回答いただきましたアンケートは外来385枚（回収率60.4％）、入院311枚（回収率83.8％）で、結果は次の通りでした。

総合的に入院（満足度93.0%）、外来（満足度83.9%）ともに、高い評価の他にもさまざまなご意見やご要望
を数多くいただきました。皆さまからいただいた貴重なご意見をもとに、今後もさらなる満足度向上に努め、
安心して医療を受けることができる病院づくりに取り組んでいきたいと思いますので、ご指導・ご協力を賜り
ますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 長野市民病院　外来・病棟運営委員会

患者さま満足度調査登録医紹介
藤井クリニック
長野市桜枝町

登録医制度により「地域医療連携システム」が導入されて以来、
患者さまを長野市民病院にご紹介いただいたり、市民病院から
地域の診療所へ逆紹介させていただくケースが増えています。
広報誌では日頃お世話になっている登録医の先生を随時紹介
していきます。

●院長　藤井尚文　先生

診療科目／循環器科、内科
所在地／長野市桜枝町1244-1
TEL／026-231-5407
診療時間／
平　日：AM 9：00～12：30
　　　　PM 3：00～  6：30
　　　　　（木曜日は午前中のみ診療）
土　曜：AM 9：00～12：30
　　　　［休診］日曜・祝祭日
【往診は応需　PM 1：00～ 3：00】

藤井クリニック

診
察
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　「
そ
れ
ま
で
は
心
臓
血
管
外
科
医
と
し

て
、
そ
の
道
一
筋
で
ま
い
進
し
て
き
ま
し

た
か
ら
、
開
業
し
て
色
々
な
症
状
の
患
者

さ
ま
を
診
る
よ
う
に
な
り
、
医
師
に
な
っ

た
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
勉
強
し
直
す
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
し
か
し
、
一
番
最

初
の
ケ
ア
の
段
階
で
そ
の
後
が
左
右
さ
れ

ま
す
か
ら
、
見
誤
る
こ
と
が
な
い
よ
う
一

回
一
回
、
注
意
深
く
診
察
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
ど
ん
な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
か
ら
。」

患
者
さ
ま
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
り
、
薬
を
飲

ん
で
少
し
良
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

薬
を
飲
む
の
を
や
め
て
し
ま
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
判
断

は
禁
物
で
す
。
症
状
が
出
て
い
な
く
て
も
、

検
査
を
し
て
み
る
と
数
値
に
は
ハ
ッ
キ
リ

と
表
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
処
方
さ
れ
た
薬
は
飲
み

〝
続
け
る
〞
こ
と
。
こ
れ
は
診
察
中
に
何

度
も
口
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
も
非
常
に
大
切

で
す
。
１
ヶ
月
に
１
度
は
顔
を
見
せ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。」

院長の藤井先生は開院当時から導入している電子カルテを
使い、患者さまが理解できるよう丁寧でわかりやすい説明
を心がけていらっしゃいます。

診察前に看護師さんが問診や血圧測定な
どを行う部屋。プライバシーに配慮し、個
室になっているので安心です。

生活習慣病をはじめ、さまざまな検
査に対応。「特に、専門である循環器
関連の検査には力を入れています。」

ガラス張りの窓からはたっぷり光が差しこみ、観葉植
物も豊富で、気持ちの良い空間を演出されています。

信大
教育学部
●

合同庁舎●

長野西高●

平林街道

善光寺
●

若松町

桜枝町

信大前

横沢町

藤井クリニック

室温や空調について

浴室について

トイレや洗面所設備

ラウンジやデイコーナー

食事について

医師の診察や治療について

看護師の技術について

医師への質問や相談のしやすさ

病棟事務員の応対

入退院センターの応対

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

その他職員の言葉づかいや態度

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

入院について
84.6

63.4

82.7

79.1

63.7

94.2

84.6

86.2

86.5

80.1

93.6

94.2

88.4

非常に満足
満足

1.9

1.3

2.0

0.6

6.1

0.3

0.3

1.3

1.0

0.6

0.6

0.3

0.6

非常に不満
不満

13.5

35.3

15.3

20.3

30.2

5.5

15.1

12.5

12.5

19.3

5.8

5.5

11.0

どちらともいえない
無回答

設備面

診察面

接遇面

入院に
ついて

非常に満足・満足

83.9％

非常に不満
不満

14.0％

2.1％

どちらともいえない
無回答

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

総   評

非常に満足・満足

93.0％

非常に不満
不満

6.0％
1.0％

どちらともいえない
無回答

（単位：％）

（単位：％）

待合室の設備や雰囲気
診察室や検査室の設備や雰囲気
トイレや洗面所設備
案内表示板等のわかりやすさ
駐車場について
医師の診察や治療について
看護師の技術について
医師への質問や相談のしやすさ
待ち時間について
総合受付や会計の応対
各科受付の応対
コンシェルジュ（総合案内）
医師の言葉づかいや態度
看護師の言葉づかいや態度
その他職員の言葉づかいや態度

外来について
84.5
84.9
83.9
70.4
59.2
79.2
70.7
72.2
30.9
80.0
85.5
78.0
81.8
83.7
78.2

非常に満足
満足

1.8
0.8
1.9
3.1
7.0
2.1
2.6
5.2
29.6
3.7
1.6
1.8
2.6
2.6
1.6

不満
非常に不満

13.7
14.3
14.2
26.5
33.8
18.7
26.7
22.6
39.5
16.3
12.9
20.2
15.6
13.7
20.2

どちらともいえない
無回答

設備面

診察面

接遇面

外来に
ついて

今年度から
外来患者満足度調査をはじめました！
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せ
ん
か
ら
。」

患
者
さ
ま
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
り
、
薬
を
飲

ん
で
少
し
良
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

薬
を
飲
む
の
を
や
め
て
し
ま
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
判
断

は
禁
物
で
す
。
症
状
が
出
て
い
な
く
て
も
、

検
査
を
し
て
み
る
と
数
値
に
は
ハ
ッ
キ
リ

と
表
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
処
方
さ
れ
た
薬
は
飲
み

〝
続
け
る
〞
こ
と
。
こ
れ
は
診
察
中
に
何

度
も
口
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
も
非
常
に
大
切

で
す
。
１
ヶ
月
に
１
度
は
顔
を
見
せ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。」

院長の藤井先生は開院当時から導入している電子カルテを
使い、患者さまが理解できるよう丁寧でわかりやすい説明
を心がけていらっしゃいます。

診察前に看護師さんが問診や血圧測定な
どを行う部屋。プライバシーに配慮し、個
室になっているので安心です。

生活習慣病をはじめ、さまざまな検
査に対応。「特に、専門である循環器
関連の検査には力を入れています。」

ガラス張りの窓からはたっぷり光が差しこみ、観葉植
物も豊富で、気持ちの良い空間を演出されています。

信大
教育学部
●

合同庁舎●

長野西高●

平林街道

善光寺
●

若松町

桜枝町

信大前

横沢町

藤井クリニック

室温や空調について

浴室について

トイレや洗面所設備

ラウンジやデイコーナー

食事について

医師の診察や治療について

看護師の技術について

医師への質問や相談のしやすさ

病棟事務員の応対

入退院センターの応対

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

その他職員の言葉づかいや態度

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

入院について
84.6

63.4

82.7

79.1

63.7

94.2

84.6

86.2

86.5

80.1

93.6

94.2

88.4

非常に満足
満足

1.9

1.3

2.0

0.6

6.1

0.3

0.3

1.3

1.0

0.6

0.6

0.3

0.6

非常に不満
不満

13.5

35.3

15.3

20.3

30.2

5.5

15.1

12.5

12.5

19.3

5.8

5.5

11.0

どちらともいえない
無回答

設備面

診察面

接遇面

入院に
ついて

非常に満足・満足

83.9％

非常に不満
不満

14.0％

2.1％

どちらともいえない
無回答

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

総   評

非常に満足・満足

93.0％

非常に不満
不満

6.0％
1.0％

どちらともいえない
無回答

（単位：％）

（単位：％）

待合室の設備や雰囲気
診察室や検査室の設備や雰囲気
トイレや洗面所設備
案内表示板等のわかりやすさ
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医師への質問や相談のしやすさ
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2.6
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非常に不満
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22.6
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どちらともいえない
無回答

設備面

診察面

接遇面

外来に
ついて

今年度から
外来患者満足度調査をはじめました！



み
な
さ
ま

ご意見お応え VOICE

採用情報長野市民病院

医師　後期研修医

職　種 応募条件など 募集人員

詳細は当院ホームページをご覧ください。 数名

看護師
正規職員／新卒採用！！平成26年春資格取得見込みの方。または、有資格者。
説明会、採用試験日程は当院ホームページをご覧ください。
非正規職員／訪問看護希望者歓迎！！19：00～23：00 急病センター希望者歓迎！！

薬剤師 正規職員／薬剤部門のマネジメントができる方。かつ、概ね300床以上の急性期病院での
勤務経験がある方。 1名

看護助手 非正規職員／急募！！病棟、外来等での看護補助業務。
8：30～17：15（休憩45分）早出、遅番できる方。土日祝は交代で勤務できる方。 2名

言語聴覚士 新卒採用！！正規職員／平成25年春資格取得見込みの方。または、有資格者。
8：30～17：15（休憩45分）。病院見学随時受け付けます。 1名

歯科衛生士 非正規職員／急募！！有資格者。または、平成25年春資格取得見込みの方。
8：30～17：15（休憩45分）。平日５日。 1名

　長
野
市
民
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
の

患
者
さ
ま
、
お
見
舞
い
な
ど
で
ご
来
院
に

な
っ
た
方
か
ら
病
院
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的

に
こ
の
広
報
誌
の
中
で
ご
紹
介
し
、
お
応

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
館
の
屋
根
の
上
の
砂
利
を
敷
い
て

い
る
部
分
を
緑
化
す
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
３
階
東
病
棟
か
ら
北
側
に
広
が
る
建

物
の
屋
上
に
は
、建
築
物
の
防
水
層
を
押

さ
え
る
た
め
の
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
水
層
は
緑
地
を
設
置
で
き
る
ほ

ど
の
耐
久
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た

め
、屋
上
を
緑
地
化
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
の
で
、何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
声

（
入
院
患
者
さ
ま
）

（
施
設
管
理
課
長
）

各 1名

正規職員／急募！！医療ソーシャルワーカー（MSW）。社会福祉士有資格者。MSWの経験がある方、歓迎。
非正規職員／急募！！①医師事務作業補助者。応募条件：医師事務作業補助資格認定者。
電子カルテの代行入力等。②医療ソーシャルワーカー。応募条件：社会福祉士有資格者。
③診療情報管理士。有資格者。
①～③勤務時間　8：30～17：15（休憩45分含む）

急募 !!

急募 !!

急募 !!

事務職員

詳細は当院ホームページをご覧ください。
ご不明な点は右記連絡先にお問い合わせください。 長野市民病院　総務人事課

採用担当宛
E-mail:career@hospital.nagano.nagano.jp

〒381-8551 長野市富竹1333番地 1 TEL.0120-511-990求人専用ダイヤル http://www.hospital.nagano.nagano.jp/長野市民病院

病院合同説明会【看護師対象】院外会場での説明会です。詳細は当院ホームページをご覧ください。
●３/17（日）ホテルメトロポリタン長野　●４/28（日）モンターニュ松本

病院合同説明会【医師対象】
●３/23（土）長野県臨床研修指定病院合同説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（信州大学）
●６/16（日）後期研修医病院合同説明会（東京）
●７/14（日）初期研修医病院合同説明会（東京）

●３/９（土）【東京】 ●３/19（火）【前橋】 ●３/20（水・祝）【新潟】
〈看護ナビフォーラム病院合同説明会〉

●３/15（金） ●４/27（土） ●５/25（土） ●６/29（土） ●７/20（土） ●８/17（土） ●９/７（土）
看護師病院見学説明会

●８/17（土） ●９/７（土） ●９/21（土） ●10/12（土）■看護師採用試験■医師修学資金利用者募集中！（医学部新4～5年生対象）
長期休み期間中の見学、インターンシップもお待ちしております。詳細は当院ホームページをご覧ください。

1314

H O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

●お問い合わせ／お申し込み
　長野市民病院 総務人事課  TEL.026-295-1199まで

ギャラリーへの展示ご希望の方
無　料

今回ご紹介する皆さま

　今回展示していただいたのは、「写団竹の子会」の皆さん。
　創立は昭和49年、長い歴史のある会です。現在の会員は50歳代
から90歳代までと幅広く、約70名が所属しています。会員数で
は、おそらく県下でも最も大きな写真同好会の一つだそうです。

　春夏秋冬の季節ごとには会員で写真を持ち寄り優秀な作品
を決めたり、年数回は撮影旅行も企画されるとのこと。
　また、毎年11月頃には、会員でない方も参加できる「市民大撮
影会」を行っているそうです。プロにモデルを依頼し、川中島古
戦場で行われる撮影会は、竹の子会の歴史と同じく39回を数え
ます。毎年約80名の参加がありますが、“長野県知事賞”や“長野
市長賞”をはじめ多くの賞が用意されていて、どなたでも楽し
むことができます。

お話を伺った会長の佐藤正秀さん
　「年齢や、社会での肩書を超えて幅広く交流できるのがこ
の会の魅力です」

会員の皆さまは「少しでも患者さんやご家族の安らぎになれば」
と、ギャラリー展示に協力的です。

写団 竹の子会
　長
野
市
民
病
院
で
は
、病
院
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
「
市
民
の
皆
さ
ま
が
参
加

で
き
る
」ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。個
人
、

サ
ー
ク
ル
等
の
団
体
を
問
わ
ず
、
お
申
し
込
み
頂

け
れ
ば
ど
な
た
で
も
、
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
広

報
誌
で
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

第7回
病院祭

長野市民病院

2013.5.25土
皆さまのお越しを
心よりお待ちして
おります。

あい

ふれ　デー
場所：長野市民病院

開催決定!



み
な
さ
ま

ご意見お応え VOICE

採用情報長野市民病院

医師　後期研修医

職　種 応募条件など 募集人員

詳細は当院ホームページをご覧ください。 数名
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説明会、採用試験日程は当院ホームページをご覧ください。
非正規職員／訪問看護希望者歓迎！！19：00～23：00 急病センター希望者歓迎！！

薬剤師 正規職員／薬剤部門のマネジメントができる方。かつ、概ね300床以上の急性期病院での
勤務経験がある方。 1名

看護助手 非正規職員／急募！！病棟、外来等での看護補助業務。
8：30～17：15（休憩45分）早出、遅番できる方。土日祝は交代で勤務できる方。 2名

言語聴覚士 新卒採用！！正規職員／平成25年春資格取得見込みの方。または、有資格者。
8：30～17：15（休憩45分）。病院見学随時受け付けます。 1名

歯科衛生士 非正規職員／急募！！有資格者。または、平成25年春資格取得見込みの方。
8：30～17：15（休憩45分）。平日５日。 1名
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。
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。
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と
思
い

ま
す
。
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入
院
患
者
さ
ま
）
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施
設
管
理
課
長
）
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正規職員／急募！！医療ソーシャルワーカー（MSW）。社会福祉士有資格者。MSWの経験がある方、歓迎。
非正規職員／急募！！①医師事務作業補助者。応募条件：医師事務作業補助資格認定者。
電子カルテの代行入力等。②医療ソーシャルワーカー。応募条件：社会福祉士有資格者。
③診療情報管理士。有資格者。
①～③勤務時間　8：30～17：15（休憩45分含む）

急募 !!

急募 !!

急募 !!

事務職員

詳細は当院ホームページをご覧ください。
ご不明な点は右記連絡先にお問い合わせください。 長野市民病院　総務人事課

採用担当宛
E-mail:career@hospital.nagano.nagano.jp

〒381-8551 長野市富竹1333番地 1 TEL.0120-511-990求人専用ダイヤル http://www.hospital.nagano.nagano.jp/長野市民病院

病院合同説明会【看護師対象】院外会場での説明会です。詳細は当院ホームページをご覧ください。
●３/17（日）ホテルメトロポリタン長野　●４/28（日）モンターニュ松本

病院合同説明会【医師対象】
●３/23（土）長野県臨床研修指定病院合同説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（信州大学）
●６/16（日）後期研修医病院合同説明会（東京）
●７/14（日）初期研修医病院合同説明会（東京）

●３/９（土）【東京】 ●３/19（火）【前橋】 ●３/20（水・祝）【新潟】
〈看護ナビフォーラム病院合同説明会〉

●３/15（金） ●４/27（土） ●５/25（土） ●６/29（土） ●７/20（土） ●８/17（土） ●９/７（土）
看護師病院見学説明会

●８/17（土） ●９/７（土） ●９/21（土） ●10/12（土）■看護師採用試験■医師修学資金利用者募集中！（医学部新4～5年生対象）
長期休み期間中の見学、インターンシップもお待ちしております。詳細は当院ホームページをご覧ください。
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無　料

今回ご紹介する皆さま

　今回展示していただいたのは、「写団竹の子会」の皆さん。
　創立は昭和49年、長い歴史のある会です。現在の会員は50歳代
から90歳代までと幅広く、約70名が所属しています。会員数で
は、おそらく県下でも最も大きな写真同好会の一つだそうです。

　春夏秋冬の季節ごとには会員で写真を持ち寄り優秀な作品
を決めたり、年数回は撮影旅行も企画されるとのこと。
　また、毎年11月頃には、会員でない方も参加できる「市民大撮
影会」を行っているそうです。プロにモデルを依頼し、川中島古
戦場で行われる撮影会は、竹の子会の歴史と同じく39回を数え
ます。毎年約80名の参加がありますが、“長野県知事賞”や“長野
市長賞”をはじめ多くの賞が用意されていて、どなたでも楽し
むことができます。

お話を伺った会長の佐藤正秀さん
　「年齢や、社会での肩書を超えて幅広く交流できるのがこ
の会の魅力です」

会員の皆さまは「少しでも患者さんやご家族の安らぎになれば」
と、ギャラリー展示に協力的です。
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第7回
病院祭

長野市民病院

2013.5.25土
皆さまのお越しを
心よりお待ちして
おります。

あい

ふれ　デー
場所：長野市民病院

開催決定!
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長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　☆：午後のみ　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　●：隔週交替制

※：第 1、3、5週金曜日のみ　★：第 3木曜日のみ　▼：第２、４週金曜日午後のみ　▽：第１、３週月曜日のみ　◇：第1週休診

青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
新川一樹（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

平井一也（呼吸器）
吉池文明（呼吸器）
小坂　充（呼吸器）
小沢陽子（呼吸器）
長谷部修（消化器・内視鏡）
原　悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
関亜矢子（消化器・内視鏡）
長屋匡信（消化器・内視鏡）
伊藤哲也（消化器・内視鏡）
多田井敏治（消化器・内視鏡）
神保陽子（消化器・内視鏡）
丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
神吉雄一（循環器）
掛川哲司（腎臓）
杉山　舞（腎臓）
西井　裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）
春日広一（糖尿病・内分泌代謝疾患）
伊藤　大（内分泌代謝疾患）

宗像康博（消化器・胃・大腸）
林　　賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関　仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田　学（消化器）
沖田浩一（消化器）
竹本香織（外科）
成本壮一（外科）
田上創一（外科）
村中　太（外科）
松村美穂（外科）
岡田正夫（外科）
杉山　聡（外科）
松田　智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村　功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
藤澤多佳子（リウマチ）
新井秀希（骨・軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）

滝　建志（形成外科）
金城勇人（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
草野義和（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
兒玉邦彦（脳神経外科）
荻原利浩（脳腫瘍・脳血管障害・頭部外傷）

西澤秀治（悪性腫瘍・排尿障害・小児泌尿器）
飯島和芳（神経因性膀胱・悪性腫瘍）
小口智彦（泌尿器科一般）
山岸　梓（泌尿器科一般）
後藤正博（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

野村　康（耳鼻いんこう科）
大塚明弘（耳鼻いんこう科）

田村　稔（口腔腫瘍）
酒井洋徳（口腔外科）
山本寛二（神経内科）
田澤浩一（神経内科）
渡部理恵（神経内科）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症）
今井　宗（婦人科）

坂口　治（救急科）
松本　剛（救急科）

大道雅英（緩和ケア）

西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
小沢恵介（呼吸器・乳腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
小林宣隆（呼吸器・乳腺）

橋田　巌（放射線治療）
今井　迅（画像診断・ＩＶＲ）
小松大祐（画像診断）

村田　　浩

坂口　　治 坂口　　治 松本　　剛 坂口　　治 坂口　　治

◎大道　雅英 ◎☆大道　雅英 ◎☆大道　雅英

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○原　　悦雄

○吉池　文明

平井　一也

越知　泰英

○長屋　匡信

神吉 / ☆多田井

○西井　　裕

－　　　

◇☆伊藤　　大

伊藤 哲／☆杉山

小沢　陽子

小松　通治

○小坂　　充

○丸山 / ☆春日

○多田井敏治

掛川　哲司

－　　

西井　　裕

神保　陽子

○平井　一也

○越知　泰英

丸山　隆久

○笠井　俊夫

○長谷部　修

－　　　

☆稲田　浩之

吉池　文明

長屋　匡信

小坂　　充

○春日　広一

○神保　陽子

○掛川　哲司

★宮林　千春

○☆伊藤　　大

○杉山 / ☆西井

○神吉　雄一

○小沢　陽子

原 / ☆関

○伊藤　哲也

笠井　俊夫

長谷部　修

－　　

○竹本　香織

　高田　　学

沖田　浩一

－　　　

○岡田　正夫

○成本　壮一

○林　　　賢

－　　　

田上　創一

宗像　康博

○沖田　浩一

○松村　美穂

○村中　　太

◆宗像　康博

林　　　賢

－　　　

○杉山　　聡

関　　仁誌

○田上　創一

－　　　

森田　舞子

浅岡　麻里

○小林　宣隆

○小沢　恵介

○有村　隆明

西村　秀紀

○有村　隆明

西村　秀紀

○西村　秀紀

交替制　　

○小沢　恵介

小林　宣隆

○藤澤多佳子
○中村　　功
○☆山田　誠司
松田　　智
南澤　育雄

西澤　秀治
小口　智彦
－　　　

西澤　秀治
飯島　和芳
－　　　

飯島　和芳
山岸　　梓

●小口／山岸
後藤　正博
－　　　

小口　智彦
山岸　　梓

◆西澤　秀治

○滝　　建志
金城　勇人

風間　　淳
－　　　

野村　　康
大塚　明弘

○酒井　洋徳
田村　　稔
山本　寛二

○渡部　理恵

○西澤千津恵
▽今井　　宗

○森　　　篤
西澤千津恵

今井　　宗
○西澤千津恵

森　　　篤
○今井　　宗

田澤　浩一
○渡部　理恵

○山本　寛二
渡部　理恵

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○中西　義崇
－　　　

○田村　　稔
酒井　洋徳

○酒井　洋徳
田村　　稔

○田村　　稔
酒井　洋徳

メタストロン外来

野村　　康
大塚　明弘

○橋田　　巌 ◎小岩井慶一郎 橋田　　巌 橋田　　巌

野村　　康
大塚　明弘

野村　　康
－　　　大塚　明弘

休診
▼加藤　修明

休診

休診 休診 休診
休診

休診

風間　　淳
中村　さち子

風間　　淳
黒川　　徹

風間　　淳
－　　　

風間　　淳
－　　　

○草野　義和

荻原　利浩

○脳外科（医師交替制）

竹前　紀樹

○兒玉　邦彦

荻原　利浩

草野　義和

○荻原　利浩

滝　　建志
○金城　勇人

○滝　　建志
　金城　勇人

○滝　　建志
金城　勇人

滝　　建志
○金城　勇人

○新井　秀希
－　　　
－　　　

▲松田　　智
▲南澤　育雄

☆◆藍葉宗一郎
中村　　功
山田　誠司

○藤澤多佳子
○南澤　育雄

新井　秀希
－　　　

○山田　誠司
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

新井　秀希
藍葉宗一郎
－　　　

○松田　　智
○藤澤多佳子

新川　一樹

浅岡　麻里

森田　舞子

青沼架佐賜

新川　一樹

森田　舞子

浅岡　麻里

青沼架佐賜

診療科 月 火 水 木 金 専　門（常勤医）

内 科

小 児 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来
救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科

歯科・歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

○脳外科医師
（交替制につき、担当
日についてはお問い
合せ下さい。）

第２外来

第２外来

第２外来

第２外来
第２外来

長野市民病院救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

8:30～17:30 担当医

（　　）
呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

お問い合わせ 地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院 ／病院機能評価認定病院／認定臨床研修病院／二次救急病院／DPCⅡ群病院

〒381-8551 長野市富竹1333番地1

TEL.026-295-1291

ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/ バックナンバーは当院ホームページでもご覧いただけます。

（19：00～翌6：00）長野市民病院・医師会 急病センター

財団法人
長野市保健医療公社

■発行人 ： 竹前紀樹  ■編　集 ： 長野市民病院広報委員会
たけまえ としき

長野市民病院 FAX. 026-295-1148TEL.026-295-1199

長野市民病院

外来診療担当表は、２月８日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

●登録医紹介／藤井クリニック

知っておきたい

インスリン注射ってどんなもの？第52回

医療の知識

在宅医療支援
という考え。

●平成24年度

患者さま満足度調査

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～17：00）

Hospital Eye!


